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排便障害の基礎を学び
適切な対処法で改善に導こう
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QOT 1

　腸内環境を改善するための手法として、乳酸菌などの摂取
によるアプローチ「プロバイオティクス」と、腸内細菌のえさとな
る食物繊維などを摂取するアプローチ「プレバイオティクス」が
あるのはご承知のとおり。特にプレバイオティクスは近年、腸内

細菌叢の種類などが明らかになるにつれ、腸内細菌叢の活性
化につながるとして注目度が高まっています。そこで本特集で
は、排便コントロールに管理栄養士が介入し、食物繊維を活用
して改善につなげているケースに着目。折しも、今年度の介護
報酬改定では、排せつ支援加算（1月当たり100単位）と褥瘡
マネジメント加算（1月当たり10単位）が新設されました。ぜひ、
本特集を参考に、管理栄養士だからできる排便コントロールの
アプローチを実践していきましょう。

排便コントロールへの
管理栄養士の介入が求められる
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排
便
の
異
常
に
対
す
る

患
者
目
線
の
考
え
方

一
口
に「
排
便
の
異
常
」と
い
っ
て

も
、
実
際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
下
痢
や
便
秘
に
は
じ
ま
り
、

便
失
禁
、
便
意
頻
回
、
腹
部
膨
満
な
ど
、

幅
広
い
内
容
が
含
ま
れ
ま
す
。
便
失
禁

だ
け
を
と
っ
て
も
、
肛
門
括
約
筋
の
機

能
低
下
、
直
腸
の
感
覚
低
下
、
便
性
状

の
異
常
、
直
腸
肛
門
神
経
の
損
傷
、
中

枢
神
経
障
害
と
、
さ
ら
に
広
範
な
原

因
・
疾
患
が
挙
げ
ら
れ
、
日
本
大
腸
肛

門
病
学
会
が
２
０
１
７
年
に『
便
失
禁

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』を
作
成
し
て
い

る
く
ら
い
、深
い
領
域
で
す
。
ほ
か
に
、

日
本
消
化
器
病
学
会
関
連
研
究
会 

慢

性
便
秘
の
診
断
・
治
療
研
究
会
も『
慢

性
便
秘
症
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１

７
』を
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
な
か
で
も
、
多
く
の
管

理
栄
養
士
さ
ん
が
遭
遇
す
る
で
あ
ろ

う
、
下
痢
や
便
秘
な
ど
、
便
性
状
と
消

化
管
機
能
に
関
す
る
も
の
を
中
心
に
お

話
し
し
て
い
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
便
秘
の
定
義

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？　

患
者
さ
ん

が「
便
秘
気
味
で
…
…
」と
言
っ
た
ら
、

便
秘
と
判
断
し
て
い
い
で
す
か
？　

そ

の
時
、
看
護
師
さ
ん
は「
○
○
さ
ん
、

便
秘
気
味
っ
て
い
う
け
ど
、
毎
日
便
は

出
て
い
ま
す
よ
」と
言
っ
て
き
た
ら
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
？

便
秘
の
定
義
は
、
機
能
性
消
化
管
障

害
に
関
す
る
国
際
委
員
会
に
よ
っ
て
提

唱
さ
れ
た
Ｒ
ｏｍ
ｅ
Ⅲ
に
よ
る
定
義（
表

１
）が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。『
慢

性
便
秘
症
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１

７
』で
は
、
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
に
、『
本

来
体
外
に
排
出
す
べ
き
糞
便
を
十
分
量

か
つ
快
適
に
排
出
で
き
な
い
状
態
』と

定
義
し
て
い
ま
す
。論
文
を
書
い
た
り
、

看
護
師
さ
ん
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し

た
り
す
る
時
に
は
、
Ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
Ⅲ
に
よ

る
定
義
の
よ
う
な
、
は
っ
き
り
と
し
た

基
準
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

際
の
臨
床
で
は『
慢
性
便
秘
症
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
７
』の
よ
う
に
、

ざ
っ
く
り
と
し
た
も
の
で
、
患
者
さ
ん

の
訴
え
に
即
時
に
対
応
で
き
る
も
の
の

ほ
う
が
使
い
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
つ
ま
り
、
看
護
師
さ
ん
は
毎
日
便

が
出
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
患
者
さ
ん

本
人
が「
便
秘
気
味
」と
言
っ
た
ら
、
そ

れ
は
便
秘
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
対
応

を
検
討
す
る
、
そ
の
く
ら
い
患
者
さ
ん

寄
り
の
発
想
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
便
秘
に
限
り
ま
せ
ん
。
下
痢

な
ど
、
排
便
に
関
す
る
問
題
を
考
え
る

時
、
や
は
り
患
者
さ
ん
目
線
が
非
常
に

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
経
腸
栄
養
の
患
者
が

下
痢
を
発
症
し
た
時

経
腸
栄
養
時
の
下
痢
の
原
因
を
表
２

に
挙
げ
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
患
者
さ
ん

の
下
痢
の
原
因
が
何
な
の
か
を
突
き
止

め
る
こ
と
が
第
一
段
階
で
す
。

抗
菌
薬
を
使
用
し
た
患
者
さ
ん
で

は
、
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
・
デ
ィ
フ
ィ

シ
ル（Clostridium

 difficile

、以
下
Ｃ
Ｄ
）

吉田貞夫先生
医療法人ちゅうざん会 ちゅうざん病院 副院長／金城大学 客員教授

栄養管理において“食べること”と“出す（排泄する）こと”は切っても切れない関係であり、
いずれも注目する必要があると、吉田貞夫先生は話す。では、どういった点に注意し、
どのような対処をすべきなのか。本稿では排便障害の基礎と対処法について、

吉田先生から学んでいく。

排便障害の基礎を学び
適切な対処法で改善に導こう

解 説

１．下記の６項目のうち、２項目以上に該当する場合

・怒責しないと排便できないが排便時の25％以上
・硬便が排便時の25％以上
・用指的排便が25％以上
・残便感が排便時の25％以上
・閉塞感が排便時の25％以上
・排便回数が週３回未満

２．下剤を服用しないと軟便はほとんどみられない

３．過敏性腸症候群の診断基準に該当しない

表１　Rome Ⅲ（2006）による便秘の定義

・栄養剤による下痢（高浸透圧、脂肪）
・細菌やウイルスによる腸炎
・栄養剤、チューブの汚染
・抗菌薬の使用
・ C.difficile （クロストリジウム・ディフィシル）やMRSA
による腸炎
・ 乳糖不耐症（ラクターゼ活性の低下）※乳酸菌製
剤にも乳糖が入っている
・虚血性腸炎
・慢性膵炎 → 脂肪性下痢
・潰瘍性大腸炎やクローン病などの炎症性腸疾患
・過敏性腸症候群
・重症の心不全
（『WOC Nursing』2013年12月号＜褥瘡患者のQOL向上をめ
ざした栄養管理＞より引用）

表２　経腸栄養中の下痢の鑑別診断
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入
れ
た
診
断
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
※１

を

提
案
し
て
い
ま
す
。

下
痢
の
症
例
で
は
慢
性
膵
炎
や
炎
症
性

腸
疾
患
、
過
敏
性
腸
症
候
群
な
ど
の
既

往
が
な
い
か
、
乳
糖
不
耐
症
で
、
牛
乳

を
飲
ん
で
お
腹
の
調
子
が
悪
く
な
っ
た

こ
と
は
な
い
か
な
ど
、
本
人
や
家
族
へ

の
問
診
を
行
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。
時
々
経
験
す
る
の
が
、
プ
ロ
バ
イ

オ
テ
ィ
ク
ス
製
剤
に
含
ま
れ
る
乳
糖
に

よ
り
、下
痢
が
改
善
し
な
い
症
例
で
す
。

医
師
は
下
痢
と
聞
く
と
、
躊
躇
な
く
プ

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
製
剤
を
処
方
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
が
仇
と

な
っ
て
い
つ
ま
で
も
下
痢
が
改
善
し
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

薬
剤
と
排
便
の
深
い
関
係

抗
菌
薬
は
、
腸
内
細
菌
叢
を
乱
す
こ

と
で
下
痢
を
発
症
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
悪

性
腫
瘍
に
対
し
て
化
学
療
法
を
行
う
際

に
も
、
腸
管
の
粘
膜
障
害
な
ど
を
来
し
、

下
痢
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

便
秘
を
発
症
さ
せ
や
す
い
薬
剤
を
表

３
に
ま
と
め
ま
す
。身
近
な
も
の
で
は
、

鎮
咳
剤
な
ど
も
便
秘
の
原
因
と
な
り
ま

す
。薬

剤
が
原
因
の
排
便
障
害
が
み
ら
れ

た
場
合
、
可
能
で
あ
れ
ば
原
因
と
な
る

薬
剤
を
中
止
し
ま
す
。
し
か
し
、
化
学

療
法
な
ど
薬
剤
を
中
止
す
る
こ
と
が
困

の
毒
素
が
便
中
に
検
出
さ
れ
る
か
ど
う

か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

Ｃ
Ｄ
の
毒
素
の
検
査
は
感
度
が
低
い
こ

と
が
問
題
で
、
症
状
が
あ
っ
て
も
結
果

が
陰
性
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
こ
れ

ま
で
便
培
養
を
行
っ
て
確
定
診
断
し
て

い
ま
し
た
が
、
数
日
の
時
間
を
要
す
る

こ
と
が
難
点
で
し
た
。
最
近
で
は
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
法
で
ｔ
ｏ
ｘ
ｉ
ｎ
Ｂ
遺
伝
子
を
増

幅
す
る
検
査
法
、
核
酸
増
幅
検
査

（N
ucleic acid am

plification test

以
下
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｔ
）が
開
発
さ
れ
、
本

邦
で
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
臨

床
微
生
物
学
会
は
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｔ
を
取
り

難
な
場
合
は
、
対
症
療
法
と
し
て
止
瀉

剤
や
下
剤
を
使
用
し
た
り
、
食
事
内
容

を
調
整
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
症
状

を
緩
和
さ
せ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

下
痢
の
場
合
、
原
因
の
治
療
・
改
善

を
行
い
な
が
ら
、
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク

ス
を
使
用
し
て
経
過
を
み
る
こ
と
が
一

般
的
で
す
。
脱
水
を
伴
う
激
し
い
下
痢

な
ど
に
は
、
ロ
ペ
ラ
ミ
ド
な
ど
の
薬
剤

を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
有

害
反
応（
副
作
用
）と
し
て
イ
レ
ウ
ス
を

発
症
す
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

便
秘
の
場
合
で
す
が
、
排
便
を
促
す

作
用
の
あ
る
薬
剤
が
各
種
使
用
さ
れ
て

い
ま
す（
表
４
）。
作
用
機
序
や
有
害
反

応
を
十
分
理
解
し
た
う
え
で
、
薬
剤
を

使
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
よ
く
使

用
さ
れ
る
の
は
、
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

な
ど
の
緩
下
剤
で
す
。
酸
化
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
は
、
薬
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
た
歴

史
が
長
く
、
低
コ
ス
ト
で
用
量
の
調
節

が
し
や
す
い
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
腸

粘
膜
や
神
経
叢
を
刺
激
し
て
蠕
動
運
動

を
促
す
大
腸
刺
激
性
下
剤
も
、
広
く
使

用
さ
れ
て
い
る
下
剤
の
１
つ
で
す
。

近
年
、
腸
管
粘
膜
細
胞
の
ク
ロ
ラ
イ

ド
チ
ャ
ネ
ル
を
刺
激
し
、
腸
液
の
分
泌

を
促
進
し
、
便
を
軟
ら
か
く
す
る
腸
液

分
泌
促
進
剤
、
ル
ビ
プ
ロ
ス
ト
ン（
商

品
名
：
ア
ミ
テ
ィ
ー
ザ
）や
、
便
秘
型

過
敏
性
腸
症
候
群
の
治
療
剤
と
し
て
、

グ
ア
ニ
ル
酸
シ
ク
ラ
ー
ゼ
Ｃ
受
容
体
作

動
薬
、
リ
ナ
ク
ロ
チ
ド（
商
品
名
：
リ

ン
ゼ
ス
）と
い
っ
た
薬
剤
が
開
発
さ
れ
、

使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ポ
リ
カ
ル
ボ
フ
ィ
ル
カ
ル
シ
ウ
ム

（
商
品
名
：
ポ
リ
フ
ル
な
ど
）は
、
便
の

水
分
量
を
適
正
化
し
、
排
便
し
や
す
く

す
る
働
き
が
あ
る
の
で
、
下
痢
の
時
に

も
便
秘
の
時
に
も
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

漢
方
の
な
か
に
は
、
消
化
管
運
動
促

進
、
腸
管
血
流
増
加
作
用
、
消
化
管
ホ

ル
モ
ン
分
泌
作
用
な
ど
に
よ
り
排
便
を

促
進
す
る
大だ

い

建け
ん

中ち
ゅ
う

湯と
う

や
、
便
の
潤
滑
性

を
改
善
す
る
潤じ

ゅ
ん

腸ち
ょ
う

湯と
う

や
麻ま

子し

仁に
ん

丸が
ん

の
よ

う
な
処
方
が
あ
り
、
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
使
用
す
る
坐

剤
に
は
、
ビ
サ
コ
ジ
ル（
商
品
名
：
テ

レ
ミ
ン
ソ
フ
ト
な
ど
）の
よ
う
に
直
接

直
腸
を
刺
激
す
る
も
の
と
、
腸
内
に
お

い
て
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る

も
の（
商
品
名
：
新
レ
シ
カ
ル
ボ
ン
な

ど
）が
あ
り
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
ガ
ス

を
発
生
さ
せ
る
坐
剤
は
、
高
齢
者
で
は

腹
痛
、
腹
部
膨
満
な
ど
を
訴
え
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
慎
重
に
使
用
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
イ
レ
ウ
ス
の
危
険
性
の

あ
る
症
例
に
は
使
用
を
避
け
ま
す
。

ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
、
乳
酸
菌
、
酪
酸
菌

な
ど
の
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
は
、
便

秘
に
も
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

入口も出口も私たちの責任
ファイバー食で守るトイレの質～QOT～ 特集

便秘を引き起こす薬 理由 薬品一般名（例）
止痢剤 腸の運動と分泌を抑制する ロペラミドなど
抗うつ剤・向精神薬 抗コリン作用で交感神経を

優位にし、腸管の動きを抑
制する

アミトリプチリンなど
鎮咳薬 コデインなど
気管支拡張薬 クレニプテロールなど

筋弛緩剤 筋の緊張を落とし、動きが落
ちる エベリソンなど

麻薬、オピオイド
抗コリン作用で交感神経を
優位にし、腸管の動きを抑
制する

モルヒネ、オキシコドンなど
パーキンソン病治療薬 レボドバなど
降圧剤（Ca拮抗薬） ペラパミルなど
過活動膀胱治療薬 プロピペリン塩酸塩など

（『経腸栄養―管理プランとリスクマネジメント』より引用・改変）

表３　便秘の原因となる薬剤

※1：http://www.jscm.org/m-info/182_2.pdf
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血
清
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
濃
度
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
腸
刺
激
性
下
剤
は
、
長
期
に
使
用

す
る
と
習
慣
性
と
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
使
用
は
一
時
的
に
す
る
よ
う
に
配

慮
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
セ
ン
ナ
エ
キ

ス
、
セ
ン
ノ
シ
ド
を
長
期
に
使
用
す
る

と
、
腸
粘
膜
に
メ
ラ
ニ
ン
様
色
素
が
沈

着
す
る
大
腸
メ
ラ
ノ
ー
シ
ス
と
い
う
現

象
が
起
こ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
長
期
に
使
用

す
る
と
、
高
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
血
症
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。
高
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
血
症
で

は
、
嘔
吐
、
血
圧
低
下
、
徐
脈
、
熱
感
、

筋
力
低
下
、
中
枢
神
経
抑
制
、
傾
眠
な

ど
の
症
状
が
認
め
ら
れ
、
時
に
死
亡
す

る
こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
わ

が
国
で
も
数
例
の
死
亡
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。使
用
し
て
い
る
症
例
で
は
、

排
便
障
害
の
食
事
に
よ
る

改
善
方
法
と
は

慢
性
膵
炎
の
患
者
さ
ん
に
み
ら
れ
る

脂
肪
性
下
痢
の
よ
う
に
、
食
事
内
容
が

原
因
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
食
事
内
容
を
調
整
す
る
こ
と
で
症

状
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

近
年
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
、
乳
酸
菌
な
ど

の
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
、
オ
リ
ゴ

糖
な
ど
の
プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
を
配

合
し
た
シ
ン
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
商
品
も

多
数
発
売
さ
れ
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

も
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
食
品
を
薦
め
る
こ
と
も
１

つ
の
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

食
物
繊
維
は
、
便
の
量
や
水
分
量
を

維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
下
痢
に
も
便

秘
に
も
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
、
食
物
繊
維
が
、
腸
管
の
機
能
維
持

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
食
物
繊
維
が

腸
内
細
菌
に
よ
っ
て
発
酵
・
分
解
さ
れ

る
こ
と
で
、
酢
酸
や
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
、

酪
酸
な
ど
の
短
鎖
脂
肪
酸（
Ｓ
Ｃ
Ｆ

Ａ
：short-chain fatty acid

）が
産

生
さ
れ
ま
す
。
な
か
で
も
、
酪
酸
は
腸

管
内
の
pH
を
酸
性
に
維
持
し
、
ビ
フ
ィ

ズ
ス
菌
や
乳
酸
菌
な
ど
の
腸
内
細
菌
の

増
殖
を
助
け
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
増
殖
を
抑

制
す
る
ほ
か
、
上
皮
細
胞
表
面
に
あ
る

Ｍ
Ｃ
Ｔ-

１
と
い
う
モ
ノ
カ
ル
ボ
ン
酸

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
な
ど
を
介
し
て
取

り
込
ま
れ
、
大
腸
粘
膜
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
化

管
ホ
ル
モ
ン
Ｇ
Ｌ
Ｐ-

２
の
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
遺
伝
子
の
発
現
を
制
御
す
る

こ
と
に
よ
り
、
大
腸
粘
膜
の
増
殖
、
分

化
を
促
進
し
、
細
胞
死（
ア
ポ
ト
ー
シ

ス
）を
抑
制
、
腸
と
し
て
機
能
す
る
分

化
細
胞
を
供
給
し
続
け
て
い
る
大
腸
上

入口も出口も私たちの責任
ファイバー食で守るトイレの質～QOT～ 

分類 作用の仕組み 一般名 商品名 備考

整腸剤 腸の働きを助ける菌を増加させ腸内
環境を整える

乳酸菌 ビオフェルミン

下痢にも便秘にも有効ビフィズス菌 ラックビー

酪酸菌 ミヤBM

緩下剤

塩類下剤
腸内水分の吸収を妨
げ、内容物を軟らかく
し排便を促す

酸化マグネシウム 酸化マグネシウム

腸刺激性下剤を使用する前
に使用
ときに高Mg血症（血圧低
下、熱感、中枢神経抑制、
まれに死亡）

水酸化マグネシウム マグラックス

硫酸マグネシウム ミルマグ

クエン酸マグネシウム

硫酸マグネシウム

乾燥硫酸マグネシウム

マグコロール

腸液分泌
促進剤

腸管粘膜細胞のクロ
ライドチャネルを刺激
し、腸液の分泌を促進
し、便を軟らかくする

ルビプロストン アミティーザ

最近発売された
腸管粘膜のバリア機能や組
織修復作用を改善させるとも
いわれている

グアニル酸シ
クラーゼＣ受
容体作動薬

腸液の分泌を促進、
腸管の輸送能を改善
する

リナクロチド リンゼス 過敏性腸症候群における内
臓痛覚過敏も改善する

潤滑性下剤
腸内容の表面張力を
低下させ便を軟化させ
る

ビオクチル バルコゾル
尿が黄褐色に変化する

ソジウムスルホサクシート ビーマスS

糖類下剤 腸管内の水分を増大
し排便を誘発する ソルビトール O-ソルビトール 腹痛、下痢、腹部膨満､腸

穿孔などの副作用に注意

過敏性腸
症候群
治療剤

便の水分量を調節し、排便を促す ポリカルボフィルカルシ
ウム

ポリフル
コロネル

便の水分量を適正化するの
で、下痢の時にも便秘の時
にも使用することができる

腸刺激性
下剤

小腸刺激性
下剤

小腸粘膜を刺激して
排便を促す ひまし油 ひまし油 急性虫垂炎には禁忌

大腸刺激性
下剤

腸粘膜や神経叢を刺
激して蠕動運動を促す

ラキソベロン

弛緩性便秘に適応
長期に使用すると習慣性と
なる
腹痛、嘔吐、悪心、めまい
などの副作用

ピコダルム

チャルドール

ビスコルファートナトリウムピコペン

センナエキス スナイリン

センノシド アジャストA

アローゼン

プルセニド

センノサイド

漢方 消化管運動促進、腸内の水分を調
整、便の潤滑性を改善するなど

大建中湯

体質や体調（証）に応じて使
い分ける

大黄甘草湯

潤腸湯

麻子仁丸

坐薬

直接直腸を刺激するもの ビサコジル テレミンソフト 速効性

腸内において二酸化炭素ガスを発生
させるもの

炭酸水素ナトリウム
新レシカルボン 腹部膨満、腹痛などに注意

リン酸二水素ナトリウム

浣腸 直腸に注入し直腸を刺激すると同時
に、便を軟らかくする グリセリン グリセリン浣腸 速効性

（『経腸栄養―管理プランとリスクマネジメント』より引用・改変）

表４　排便を促す薬剤
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た
、
イ
ヌ
リ
ン
は
、
発
酵
・
分
解
に
よ

り
酢
酸
を
つ
く
り
出
し
、
腸
管
の
運
動

を
刺
激
し
、
排
便
を
促
進
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
や
イ
ヌ
リ
ン

を
用
い
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
も
市
販
さ
れ

て
い
ま
す（
図
１
）。
食
物
繊
維
に
は
ほ

か
に
も
、
血
糖
上
昇
抑
制
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
代
謝
調
節
、
肥
満
抑
制
、
生
活
習
慣

病
の
リ
ス
ク
低
減
と
い
っ
た
作
用
も
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
物
繊
維
を

効
率
的
に
摂
取
す
る
食
事
内
容
を
指
導

す
る
こ
と
は
、
排
便
障
害
以
外
に
も
大

皮
の
ク
リ
プ
ト
を
成
長
さ
せ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
腸
管
内
の
水
分
が
適
度
に

維
持
さ
れ
る
ほ
か
、
腸
管
内
の
細
菌
や

真
菌
、
そ
れ
ら
の
毒
素
が
体
内
に
侵
入

し
な
い
よ
う
に
す
る
防
御
機
構
と
し
て

も
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
腸
内
細
菌
に
よ
っ
て
発
酵
・

分
解
さ
れ
や
す
い
食
物
繊
維
を
、
発
酵

性
食
物
繊
維
と
呼
び
ま
す
。
特
に
、
グ

ア
ー
ガ
ム
加
水
分
解
物（
Ｐ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
）

は
、
発
酵
に
よ
り
酪
酸
を
つ
く
り
出
す

効
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
そ
う
で
す
。

排
便
障
害
に
お
け
る

管
理
栄
養
士
の
役
割

排
便
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
薬
剤
の
作

用
機
序
な
ど
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

患
者
さ
ん
の
排
便
の
状
況
を
把
握
し
、

医
師
、
看
護
師
な
ど
と
の
連
携
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

と
こ
ろ
で
、「
連
携
」と
い
う
の
は
、
ほ

か
の
職
種
に
追
随
す
る
と
か
、
依
存
す

る
と
い
っ
た
形
で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま

す
。
ほ
か
の
職
種
の
方
針
を
受
け
入
れ

た
う
え
で
、
自
ら
の
視
点
・
ス
キ
ル
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
な
い
と
、
ほ
か
の
職
種
の
間

に
埋
も
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
連
携
を
行

う
際
、
管
理
栄
養
士
の
皆
さ
ん
の
存
在

感
を
前
面
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
強
み
は

何
で
し
ょ
う
？  

１
つ
は
、
問
診
な
ど
を

行
う
際
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
力
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
患
者
さ
ん
の
悩
み
を

聞
き
出
し
、受
容
し
、分
析
す
る
能
力
は
、

日
常
の
指
導
業
務
で
培
わ
れ
て
い
る
は

ず
で
す
。
そ
し
て
、
食
物
繊
維
や
そ
の

ほ
か
の
栄
養
の
知
識
を
フ
ル
に
動
員
し

て
、
患
者
さ
ん
の
症
状
の
軽
減
を
め
ざ

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ

ス
ト
に
関
す
る
配
慮
も
必
要
で
す
。

さ
ら
に
も
う
１
歩
踏
み
出
す
な
ら
、

ぜ
ひ
患
者
さ
ん
の
お
腹
を
触
っ
て
く
だ

さ
い（
図
２
）。毎
日
排
便
は
あ
る
の
に
、

実
際
に
お
腹
を
触
る
と
、
宿
便
が
…
…

と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
看
護
師
さ
ん
の
記
録
だ
け
を
見
て

い
る
と
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
は
気
づ

き
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
今
後
も
、
患
者
さ
ん
の
悩
み
に

寄
り
添
っ
て
、
患
者
さ
ん
の
願
い
を
叶

え
る
視
点
で
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入口も出口も私たちの責任
ファイバー食で守るトイレの質～QOT～ 特集

図１　ＰＨＧＧを配合したサ
プリメント（左）とＰＨＧＧとイ
ヌリンを配合したサプリメント

図２　便秘の際の腹部の触
りかた（『高齢者を低栄養にしない20
のアプローチ』より引用・改変）

・ 大腸の位置に沿って、時計回りに
腹部に軽い圧力をかけてみる
・ 便やガスの貯留を感じとることがで
きる

©koti - Fotolia.com 
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便
失
禁
の
恐
れ
も
あ
る

直
腸
が
ん
患
者
の
手
術

東
京
都
大
田
区
に
位
置
す
る
東
邦
大

学
医
療
セ
ン
タ
ー
大
森
病
院
は
、
病
床

数
９
７
２
床
を
有
す
る
第
三
次
救
急
病

院
お
よ
び
特
定
機
能
病
院
を
担
う
総
合

病
院
だ
。
地
域
完
結
型
医
療
を
め
ざ
す

同
院
で
は
、
退
院
後
の
患
者
の
サ
ポ
ー

ト
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

２
０
１
７
年
５
月
よ
り
発
足
し
た
直

腸
が
ん
術
後
患
者
の
排
泄
障
害
を
外
来

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
排
便
障
害
チ
ー
ム
の

取
り
組
み
も
そ
の
１
つ
。
同
チ
ー
ム
に

は
、消
化
器
外
科
医
を
は
じ
め
、皮
膚
・

排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
、管
理
栄
養
士
、

理
学
療
法
士
、
薬
剤
師
が
所
属
し
ケ
ア

に
あ
た
っ
て
い
る
。

「
直
腸
が
ん
術
後
の
患
者
さ
ん
の
な
か

に
は
退
院
後
、
便
失
禁
に
悩
む
方
も
い

ま
す
。
働
き
ざ
か
り
の
比
較
的
若
い
年

代
の
方
で
は
、
便
失
禁
に
よ
っ
て
社
会

復
帰
が
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

が
大
き
く
損
な
わ
れ
ま
す
。
長
ら
く
見

過
ご
さ
れ
て
き
た
こ
う
い
っ
た
患
者
さ

ん
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
だ
と
、
当
院
で

は
外
来
に
よ
る
多
職
種
ア
プ
ロ
ー
チ
を

開
始
し
ま
し
た
」。
こ
う
話
す
の
は
、

同
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
、
が
ん

病
態
栄
養
専
門
管
理
栄
養
士
の
古
田
雅

さ
ん
だ
。

同
院
の
直
腸
が
ん
手
術
で
は
、
肛
門

付
近
の
が
ん
に
対
し
て
自
然
肛
門
を
温

存
す
る
た
め
に
肛
門
の
開
閉
を
操
作
す

る
内
肛
門
括
約
筋
を
が
ん
と
と
も
に
一

部
切
除
す
る
内
肛
門
括
約
筋
切
除
術
を

２
０
０
０
年
か
ら
導
入
し
て
き
た
。
肛

門
近
く
で
の
吻
合
部
の
安
静
を
保
つ
た

め
に
、
一
時
的
に
人
工
肛
門
を
造
設
。

そ
の
後
、
人
工
肛
門
閉
鎖
術
を
行
い
、

肛
門
か
ら
の
排
泄
を
再
開
さ
せ
る
。

し
か
し
、
内
肛
門
括
約
筋
切
除
術
を

は
じ
め
直
腸
が
ん
に
対
す
る
肛
門
温
存

術
で
は
、
術
後
に
頻
便
や
便
意
逼
迫
・

便
失
禁
な
ど
の
問
題
に
直
面
す
る
患
者

が
少
な
く
な
い
と
い
う
。

「
酷
い
人
で
は
、
10
分
に
１
回
の
ペ
ー

ス
で
排
便
が
あ
っ
た
り
、
ト
イ
レ
に
間

に
合
わ
ず
に
失
禁
し
て
し
ま
っ
た
り

と
、
仕
事
の
復
帰
は
お
ろ
か
外
出
す
ら

ま
ま
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
ま

す
。
現
役
世
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仕

事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
の
影
響

が
生
じ
る
ほ
か
、
に
お
い
の
懸
念
か
ら

人
前
に
出
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
く
な

り
、
そ
う
い
っ
た
悩
み
を
抱
え
る
方
に

は
、
医
療
者
と
し
て
専
門
的
な
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
」

同
院
で
は
、
患
者
の
排
便
障
害
の
原

因
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
検
査
す
る
た

め
、
大
腸
の
機
能
を
確
認
す
る
腸
管
輸

送
能
検
査
や
排
泄
時
の
直
腸
の
形
態
変

化
を
観
察
す
る
排
便
造
影
検
査
、
肛
門

内
圧
検
査
お
よ
び
経
直
腸
超
音
波
検
査

（
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
）な
ど
を
実
施
し
、
排
便
に

か
か
わ
る
筋
肉
群
の
協
調
運
動
に
原
因

が
考
え
ら
れ
る
患
者
に
は
バ
イ
オ
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
へ
つ
な

い
で
い
く
。
し
か
し
、
患
者
に
と
っ
て

羞
恥
を
伴
う
検
査
も
あ
り
精
神
的
負
担

へ
の
配
慮
が
必
要
だ
。

「
排
便
障
害
の
原
因
を
見
極
め
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
と
併
せ
て
、
管
理

栄
養
士
が
食
事
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
排
便
障
害
を
改
善

へ
導
く
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん
の
苦
痛

を
軽
減
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
ア
プ

ロ
ー
チ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

食
事
・
排
便
日
誌
を
活
用
し
た

適
切
な
食
事
サ
ポ
ー
ト
の
実
現

直
腸
が
ん
術
後
排
便
障
害
の
発
生
に

は
直
腸
の
便
の
貯
留
能
の
低
下
、
直
腸

周
囲
の
排
便
に
関
連
す
る
神
経
損
傷
、

禁
制
　※１

に
重
要
な
肛
門
括
約
筋
の
障
害

な
ど
が
複
雑
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
原
因
で
起
こ
っ
て
く
る
排
便

に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
に
お
い

古田 雅さん
東邦大学医療センター大森病院 栄養部 栄養管理室 室長

病院における第一の目的は疾病の治療を行うこと。しかし、患者の社会復帰までを見据えるのならば、
自宅に戻った患者のフォローは必要不可欠だ。そこで、直腸がん術後における排泄障害に対し、全国的にも珍しい

外来でのサポートを実行する東邦大学医療センター大森病院での取り組みを紹介する。

直腸がん患者が抱える術後排泄障害
外来アプローチで

患者サポートを実施する

QOT 1

※1：正常な排泄を「禁制」という言葉で表現します。NPO法人日本コンチネンス協会HP参照



7   ヘルスケア・レストラン   2018.5

「
食
物
繊
維
に
お
い
て
は
、
サ
イ
リ
ウ

ム
の
種
子
や
種
皮
は
慢
性
便
秘
に
有
用

で
あ
り
、
下
痢
の
補
助
的
治
療
お
よ
び

過
敏
性
大
腸
の
治
療
へ
の
利
用
が
承
認

さ
れ
て
い
る
国
が
あ
り
ま
す
。
国
内
に

お
い
て
も『
お
な
か
の
調
子
を
整
え
る
』

特
定
保
健
用
食
品
と
し
て
許
可
さ
れ
て

い
る
が
、
十
分
な
水
分
で
摂
取
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
水
分
に
溶
か
し
た
の

ち
、
一
定
時
間
が
過
ぎ
る
と
固
ま
る
な

ど
の
特
徴
か
ら
、
自
宅
で
の
摂
取
に
は

注
意
が
必
要
で
す
」

そ
こ
で
、
サ
イ
リ
ウ
ム
の
代
替
品
と

し
て
同
チ
ー
ム
が
採
用
し
て
い
る
の

が
、
取
り
扱
い
や
す
く
摂
取
し
や
す
い

水
溶
性
食
物
繊
維
で
あ
る
グ
ア
ー
ガ
ム

分
解
物
だ
。
グ
ア
ー
ガ
ム
は
、
一
般
的

に
食
品
添
加
物
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ

て
お
り
便
秘
や
下
痢
、
食
後
血
糖
上
昇

抑
制
や
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
に
対

し
て
、
経
口
摂
取
で
の
有
用
性
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
便
性
を
整
え
、

便
量
を
増
加
さ
せ
、
便
秘
や
下
痢
の
改

善
に
も
有
効
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。
サ
イ
リ
ウ
ム
と
比
較
し
、
扱

い
も
簡
便
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
患
者
さ

ん
に
は
グ
ア
ー
ガ
ム
分
解
物
を
勧
め
る

こ
と
が
多
い
。

直
腸
が
ん
術
後
、
排
泄
ケ
ア
外
来
に

か
か
る
40
代
男
性
。
人
工
肛
門
閉
鎖
術

後
に
仕
事
復
帰
し
、
ポ
リ
カ
ル
ボ
フ
ィ

ル
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
複
数
の
投
薬
を
受

て
便
性
の
チ
ェ
ッ
ク
は
重
要
で
あ
る
。

便
性
自
体
を
悪
く
し
た
り
、
腸
管
粘
膜

を
刺
激
す
る
よ
う
な
食
事
を
と
っ
て
い

な
い
か
、
ま
た
、
便
の
性
状
に
深
く
か

か
わ
る
食
物
繊
維
が
と
れ
て
い
る
の

か
、
食
事
の
内
容
と
食
べ
方
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
同
外
来
で
導
入
し
て
い
る
の

が「
食
事
・
排
便
日
誌
」だ
。
こ
れ
に
は
、

食
事
内
容
や
排
便
状
況（
形
状
や
量
）な

ど
を
時
間
と
と
も
に
記
入
し
て
も
ら

う
。
医
療
者
側
は
患
者
の
生
活
の
一
部

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ど
ん
な
食
事
の

あ
と
に
、
ど
ん
な
排
便
の
問
題
が
生
じ

て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
可
能
だ
。

一
方
で
患
者
側
は
日
誌
で
自
身
の
食
事

と
排
便
状
況
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

便
性
に
影
響
を
与
え
る
食
事
内
容
を
ス

ム
ー
ズ
に
見
直
せ
る
の
だ
と
い
う
。

便
失
禁
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１

７
年
版
に
よ
る
と
、
①
軟
便
を
伴
う
便

失
禁
に
は
、
食
物
繊
維
を
摂
取
す
る
こ

と
が
有
用
で
あ
る（
推
奨
度
Ａ
）、
②
軟

便
を
伴
う
便
失
禁
に
は
、
便
性
状
を
軟

化
さ
せ
る
食
事
と
ア
ル
コ
ー
ル
を
抑
え

る
こ
と
が
有
用
で
あ
る（
推
奨
度
Ｂ
）、

と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
示
さ
れ
て
い

る
。
よ
っ
て
便
の
性
状
を
軟
化
さ
せ
る

作
用
の
あ
る
カ
フ
ェ
イ
ン
や
柑
橘
類
、

香
辛
料
の
多
い
食
品
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

摂
取
を
控
え
る
よ
う
指
導
す
る
の
が
主

と
な
っ
て
い
る
。

け
て
い
た
が
、
１
日
複
数
回
の
便
失
禁

が
み
ら
れ
た
。
営
業
職
で
あ
り
、
仕
事

に
よ
る
外
食
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

食
事
・
排
便
日
誌
を
用
い
た
栄
養
食
事

指
導
を
行
い
、
腸
管
刺
激
性
の
強
い
食

事
の
見
直
し
と
と
も
に
、
グ
ア
ー
ガ
ム

分
解
物「
サ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
」（
太
陽
化

学
株
式
会
社
）を
１
日
に
１
包
食
事
や

飲
み
物
に
添
加
さ
せ
、
摂
取
し
て
も
ら

っ
た
。す
る
と
便
性
と
回
数
は
改
善
し
、

営
業
仕
事
や
趣
味
と
し
て
い
た
マ
ラ
ソ

ン
も
可
能
と
な
り
、
大
き
な
喜
び
へ
と

つ
な
が
っ
た
。

「
食
事
・
排
便
日
誌
に
よ
り
、
患
者
さ

ん
自
身
に
排
便
と
食
事
の
関
係
を
可
視

化
し
、
認
知
行
動
療
法
に
よ
り
食
事
内

容
の
見
直
し
が
で
き
た
こ
と
で
、
直
腸

が
ん
術
後
に
排
便
障
害
に

悩
む
患
者
さ
ん
が
こ
う
し

た
改
善
に
至
る
ケ
ー
ス
は

多
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

食
事
を
見
直
す
こ
と

で
、
便
の
性
状
が
安
定
す

る
こ
と
を
患
者
本
人
に
も

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
古
田
さ
ん

は
話
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
患
者

の
病
態
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
栄
養
指
導
で
は
食

事
の
際
に
刺
激
物
の
抑
制

や
腸
内
環
境
の
安
定
化
に

向
け
た
食
物
繊
維
の
補
給
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
が
直

腸
が
ん
で
手
術
を
受
け
て
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
内
で
初
め
て
便
失
禁
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
た
の
は
２
０
１

７
年
。
患
者
さ
ん
が
抱
え
る
排
泄
障
害

に
医
療
者
が
十
分
ケ
ア
し
き
れ
て
い
な

か
っ
た
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
す
。
し

か
し
、
排
泄
は
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に

大
き
く
影
響
し
ま
す
。
本
当
の
意
味
で

の
社
会
復
帰
を
支
え
る
た
め
に
は
、
多

職
種
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
的
な
ケ
ア
を
通

し
、
退
院
後
も
排
泄
ケ
ア
に
つ
な
げ
る

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ

て
い
ま
す
」

入口も出口も私たちの責任
ファイバー食で守るトイレの質～QOT～ 特集

消
化
器
外
科
医
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膚
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排
泄
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認
定
看
護
師
、管
理
栄
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、理
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士
、
薬
剤
師
か
ら
な
る
排
便
障
害
チ
ー
ム
。
退
院
後
も
継
続
的
な
ケ
ア
を
行
う
た

め
に
は
多
職
種
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
鍵
と
な
る


